
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 議 記 録  

高松市附属機関等の設置、運営に関する要綱の規定により、次のとおり会

議記録を公表します。 

会 議  名 令和６年度第１回高松市中央卸売市場開設運営協議会 

開催日時 
令和６年１１月２５日（月) 

午後１時３０分～午後３時１０分 

開催場所 高松市中央卸売市場 管理棟 ５階 大ホール 

議    題  

(１ ) 高松市中央卸売市場設置条例及び業務条例改正に

ついて  

(２ ) 令和７年臨時休開場日について 

(３ ) 令和５年度取扱高及び令和６年度事業の報告につ

いて 

(４ ) 市場の再整備について 

(５ ) その他 

公開の区分   ■  公開  □  一部公開  □  非公開 

上記理由 ― 

出席委員 会長、副会長、委員７名 (欠席１名) 

傍  聴  者 ０名  (定員 ６名) 

担当課及 

び連絡先 

市場業務課業務指導係 

８６２－３４１１ 

  

会議の経過及び結果 

議題１ 高松市中央卸売市場設置条例及び業務条例改正について  

    事務局から議題１について報告した。  

 

議題２ 令和７年臨時休開場日について 

    事務局から議題２について報告した。 

 

議題３ 令和５年度取扱高及び令和６年度事業の報告について 

    事務局から議題３について報告した。 

 

議題４ 市場の再整備について 

事務局から議題４について報告した。 

 

議題５ その他  

     

 

 

 



主な審議内容 

議題１ 高松市中央卸売市場設置条例及び業務条例改正について 

（副会長） 過去の条例改正の際には市場内関係者と開設者はしっかりとした

話し合いがなされてきたが、今回の条例改正では話し合いがほぼな

いまま進みました。今後再考していかなければならないところがか

なりあると思いますが、どのように事務局は考えていますか。 

（事務局） 今回は移転に伴う条例改正です。使用料の議論については、５年

前からしてきました。当初、使用料は現在の５倍から始まって３倍

になり、現在の 1.7 倍という金額に落ち着きました。卸・仲卸の占

有・共有を検討して、共有部分を増やしたり、減価償却を３０年か

ら４０年に延ばしたり、激変緩和に取り組んだりして３０％減に至

りました。これ以上安くするというのは、税金を投入しないといけ

ないのでご理解いただきたいです。 

（副会長） 今後市場間競争になるので、岡山や徳島と競争しなければならな

いと考えています。施設使用料の減額が難しいのであれば、売上高

使用料を減額するなど複合的な対応をしてほしいです。 

また、前回の市場法改正からの市場条例変更で帽子についても、

かぶらなくてはならないという条文が削除されました。弊社のせり

人が、せり台に上がっている人の顔と番号を一致させていないとせ

りができない状態ですので考えていただきたいです。 

（事務局） 今回は移転に伴う条例改正でしたが、次回の大きな市場法改正の

際には、運用に合う条例改正になるよう意見をお伺いして改正を進

めていきたいと思います。 

（委員）  使用料の項目が増えましたか。この他にも電気や水道代が発生す

るわけなので、精一杯やってくれないと、経営が成り立ちません。 

（事務局） 建物の用途によって、使用料が異なるため項目が増えています。

この新旧対照表には項目しか出ていませんが、関係者にはそれぞれ

の面積に単価をかけて計算して提示はしています。 

（事務局） 今回の条例改正は、青果棟の移転に伴う改正のため、移転に間に

合うように議会に諮って決定していきますので、この案で御理解い



ただきたい。今回は決定する会ではないので、今週に卸・仲卸の会

で再度検討したいと思います。 

（オブザーバー） 使用料の件で揉めるのは当然です。前場長は３～５倍にす

ると言われていました。それは高すぎるということで市長に

要望したところ２～２.５倍に落ち着きました。コロナで資

材価格が高騰して使用料が高くなる予定でありましたが、激

変緩和対策で現在の使用料とあまり変わらない金額になりま

した。非常に有難いことですが、今後は市も中央市場も両方

が変わらないといけないと思っています。 

（委員）  ４３条の市場外の商物分離について、物品を市場外に出荷する荷

主の立場として商物分離の報告は出荷前にするべきですか。後から

報告するものでしょうか。 

（事務局） 令和２年の法改正で、保管場所が無くても商物分離ができるよう

にしました。卸から取引後に報告をいただければ構いません。 

（会長）  業務を円滑に行えるよう話し合って、最終は議会で承認されると

いうことなので、この会の意見を次のステップで使っていただき、

さらに検討いただくということで、議題を終えます。 

議題２ 令和７年臨時休開場日について 

（委員）  ７日が開場日ということですが、前日６日の夜中から７日朝にか

けて入荷できますか。荷受けは４・５日の荷受けはどうなりますか。 

（副会長） ７日の品物については、６日搬入していただいて結構です。５日

までには引越しが終了しますので、６日から新青果で業務開始する

予定です。４・５日は旧市場で、荷物を受け付けます。 

（オブザーバー） 土物等直ぐに売れないものもあるため、４・５日は全て新

市場で、荷物を受け付けます。 

（委員）  ４・５日に搬入できればいいです。農協にどの品目がどちらかで

入荷できるか決まったら教えてください。 

（副会長） 出荷者、買受人が混乱しないよう大一青果と足並み揃えるべきと

考えています。 

（事務局） 条例上は開場日である７日より前は使用ができないということで



はないので、関係者で話し合ってください。 

議題３ 令和５年度取扱高及び令和６年度事業の報告について 

（委員）  青果移転で、市場フェスタや特別開放等のイベントのやり方はど

うなりますか。 

（事務局） 関係者の皆さんの意見を聞いて、内部で意見を出し合って決めた

いので、今の時点では言えません。 

議題４ 市場の整備について 

（副会長） 青果棟建て替えについての反省点を改善して、青果棟でうまくい

かなかったことを今後に活かしていただきたいです。 

（事務局） 気持ちよく合意形成できていたかといえばそうでなかったですが、

月 1 回卸仲卸の会で話し合いを積み重ねてきました。 

（委員）  このエリアが長い年月かけて変わっていく上で、市場として、水

産物部としてやらないといけないことがあると思います。しっかり

地域と考えて、良い整備を水産物部もしっかりやっていきたいと思

います。 

（委員）  7 ページのイメージ図では、高松港サンポートエリアの移動に漁

船を考えているようですが、漁船の活用自体が知床事件の後、ハー

ドルが高くなっています。よって慎重に進めるべきと考えています。 

（事務局） 漁船の観光船ができないということは、JTB も理解しています。

漁船に関しては、釣り船として使用していく予定です。観光船につ

いてもどんなものがいいのかについて現在考えております。 

（委員）  再開発が進む上で地元としても何かできることがあればと思って

います。サンポートと市場が点と点にならず、面となるようにして

いきたいと思います。また、現在いただきさんが１名のみとなって

おり、高松の風景であり、文化であるものなので、施設の中で継承

し残してほしいです。また、新水産棟の他に関連棟・加工水産物棟

についてはどうなる予定ですか。 

（事務局） いただきさんについては、文化として残していただきたいと思い

ます。再開発は民間の提案で行う予定です。ニーズを知ってもらっ

て、どうにかして残していけないか検討します。 



関連棟・加工水産物棟については、耐震性能がないことから、全て

を取り壊ししないといけないということとなっております。余剰地

については、民間の力を借りて順次整備していく予定にしておりま

す。 

（委員）  いただきさんについては、現存している今しかないと思いますの

で、検討していただきたいです。うみまち商店街は、もっと市場を

活かした特性ある店を募集し、朝から賑う新鮮な店を提供してはど

うでしょうか。また、定期的にイベント広場を活用したイベントを

開催したいと思っています。そして地域とコラボしていきたいと思

います。 

（事務局） いただきさんについては、検討させていただきます。また、うみ

まち商店街については、４、５年で取り壊しになるということで、

改装費用をかけて入るお店が少なくなってきているのが現状です。

イベントについては、うみまち商店街の組合がイベントを月 1 回開

催しています。今後も集客アップに取り組んでいきたいと思います。 

（会長）  文化面は本当に大事にしてほしいと思います。この件については

地元からの要請ということで検討いただき、今後も地元とやり取り

を行っていただきたいと思います。命も文化も一度途絶えると、復

活できないため、途絶えることなく続けてほしいと思います。 

（委員）  文化を残すことは大事であり、途絶えるというのは大変なことで

す。料理においても、現在時短で料理することが求められ、料理を

する知識が軽視されています。それをどうにか市場で発信すること

ができないのかと考えています。野菜の消費が減っている中で、ど

うやったら野菜を食べてもらえるか、関係者が一体となって、イン

バウンドだけに期待するのではなく、いかに消費を伸ばしていくか、

市場や行政としてどうしいてくか考えてほしいと思います。 

（副会長） 開設者はその点は意識してくれており、青果棟には調理実習室を

作ってくれました。料理離れは感じています。食の文化をもっと広

めるべきであると考えています。弊社では Facebook で、香川の野

菜や伝統的な香川の食を知ってもらうようにしています。これから



文化を作っていくため、新しい野菜の情報発信もさせてもらってい

ます。 

議題５ その他 

（委員）  青果棟には調理室ができると言われていましたが、水産物棟にも

できるのでしょうか。昔からいただきさんを知っていますが、スー

パーにでない美味しい魚をいただきさんが持ってきてくれていまし

た。あまり市場に出ないものを地元の人が食べられる施設もほしい

と思いました。 

閉会 午後３時１０分 

 


